
ホームインスペクションのすすめ
～簡単にできる自宅のチェックとメンテナンス～

タイアップ

3

日時：平成28年12月3日（土） 会場：アーバネックス御池ビル東館2F会議室

共催：特定非営利活動法人 日本ホームインスペクターズ協会 近畿エリア部会
講師：共催団体所属ホームインスペクター 松田貞次、坂本雅之、宮島隆章
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■参加者の声～アンケートより

・写真を見ながら説明されていたので、よく理解できた。ちょっとしたことが自分で修理できるんだと思った。

・各講師は専門家であり、かつわかり易い話し方で良かったです。

・すぐに実行できることをいくつも紹介していただいた。

■ホームインスペクション（住宅診断）について

講師：松田貞次

「ホームインスペクション」とは、住宅に精通したホームイ

ンスペクター（住宅診断士）が、第三者的かつ専門的な見地か

ら劣化状態、欠陥の有無、改修すべき個所やその時期、費用等、

その家の個別の現状を見極め、今後の管理についてアドバイス

を行う専門業務で、家の売買や自宅のチェックの際に行う。現

状を把握しておくことで、当事者や仲介業者の売買後のトラブ

ルを未然に防ぎ、居住後のリスクが軽減できる。また、今後の

メンテナンスの時期や費用もわかり、財産価値を保持できる。

診断範囲として共通的検査対象と考えられている項目を大

まかに挙げると次の通りである。

①構造的に、トラブルがあった場合、安全性に問題がある可

能性が高い箇所：柱や基礎部分など家の骨格の部分

②雨漏りや水漏れが発生している、または発生する可能性が

高い箇所：屋外なら屋根や外壁、屋内なら天井等

③日常生活上、劣化などが生じる箇所：給排水管、換気ダク

ト等

その他、総合的に診断するため、項目は広範囲・多岐にわ

たる。

政府は現在、良い中古住宅を長く利用するという考えに転じ

ており、今後はホームインスペクションの実施、また重要事項

説明の際には結果説明が義務付けられる方向になるだろう。

■実際のチェックポイント 講師：坂本雅之

住宅外部であれば、ひび割れの幅を測るクラックスケール、

タイル等の浮きを調べる打診棒、明暗差をチェックしやすいハ

ンドライト、双眼鏡等を用いて以下の項目を点検する。

①水道メーターで漏水点検、排水枡の劣化

②外壁や土台のひび割れや欠損

③屋根の塗装の劣化や瓦葺の脱落、雨の日の樋からの漏水

住宅内部であれば、水平器、点検鏡（手鏡での代用も可能）

などを用いて以下の項目を点検する。

①天井・壁・押入れの染み・カビ

②建物の傾斜が原因と思われる部材のズレ

③床のへこみやきしみ、傾斜

④キッチンのシンク下や洗面台の配管接続部の漏水

⑤浴室の壁・床・タイルのひび割れ

セミナーの様子

⑥換気扇の風量や結露水による漏水

⑦住宅用火災警報器の設置状況

日々経年劣化していく住宅の資産価値の維持において、建物

のコンディションを把握することが最も重要なことである。

■自分でできる簡単メンテナンス 講師：宮島隆章

診断中に軽微な不具合を発見した場合、方法を知っていれば

自分で修繕できる部分もある。

・コーキング：風呂や洗面所等の水回りの壁と設備、タイル等

の隙間をコーキング剤で充填すること。高防水性能、防カビ成

分配合等、様々な種類があり、場所や用途によって選ぶとよい。

・木製ドア、窓：内側にある固定ビスを緩め、調整ビスを締め

直すことで高さや歪みを調整出来る。

・引き戸：下部にある戸車の調整ねじを緩めて高さを調整する

ことが可能である。上部が当たるようなら少し削ったり、下部

が当たるようなら戸車の隙間に厚紙を噛ませたりする。

・水道の蛇口の水漏れ：どこから漏れているかを確認し、蛇口

下のナットから漏れている場合は、蛇口とナットを外してその

内部のパッキンを取り替える。水を止めていても吐水口から漏

れる場合は、ケレップ(コマ)のゴムパッキンの劣化の可能性があ

る。ケレップをピンセットで取り出してゴムを交換するが、強

く締め過ぎると、他所に負荷がかかり、止まらなくなる。

・クロスの軽微なはがれ：コーキング剤とローラーが便利であ

る。剥がれた部分の下地をカッターで切り取って平らにし、

コーキング剤を注入する。ローラーで均し、はみ出たコーキン

グ剤を湿らせたスポンジなどで拭き取って乾かす。

■ホームインスペクション（住宅診断）の意義

住宅は、定期的にふさわしい管理と維持行為を行えば、資産

価値を向上させることが出来る。また、異変の発見次第、早め

に専門家に相談することで、住宅の寿命を延ばすことができる。

水平器


